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力下 X 線回折法及び低温・高圧力下 57Fe 核共鳴前方散乱法などを用いて、育成さ
れた純良単結晶試料 KxFe2-yCh2 と LiFeAs での伝導性と鉄の電子状態との相関に
ついて詳細な研究を行った。KxFe2-yS2 では、相分離による鉄原子欠損の秩序化で観
測される超格子回折線の圧力依存性から、鉄原子欠損秩序の消失と不連続な体積変化
を伴う圧力誘起構造相転移が 5.9 GPa で起こることを初めて見出した。さらに低
温・高圧力下 57Fe 核共鳴前方散乱など測定結果から、この構造相転移により相分離
は消失し KxFe2-yS2 が非磁性金属状態になることも実験的に明らかにした。 
申請者は、鉄の電子状態を明らかにするために原子核と電子間の相互作用を決める
超微細相互作用定数（センター・シフトと四重極分裂）に注目した。そこで、57Fe メ














離を示す KxFe2-yCh2 に注目した。高圧力下 X 線回折法による構造解析と低温・高圧
力下 57Fe 核共鳴前方散乱法を用いることで、KxFe2-yS2 が 5.9 GPa で自発的相分
離状態が消失し非磁性金属状態になることを発見した。さらに、57Fe メスバウア分光













                       
   
